
「H12年度以降の高等教育の将来構想について（答申）」における試算と実績の比較
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（参考） 

 

「平成１２年度以降の高等教育の将来構想について」（大学審議会答申 平成 9年 1月 29 日）  
における大学・短期大学の全体規模の試算 

 
（大学の新増設については基本的に抑制しつつ、臨時的定員の５割を恒常的定員化した場合） 

 

（千人，％） 

 ８年度実績 １１年度 １６年度 ２１年度 

１８歳人口 １７３２ １５４５ １４１１ １２０１ 

志願者数 

（現役志願率） 

１０９６ 

（５４．４） 

９３４ 

（５４．９） 

８７６ 

（５８．９） 

７０７ 

（６２．９） 

入学定員 ６９３ ７０６ ６５７ ６７９ 

入学者数 ８００ ７４８ ７１１ ７０７ 

志願者に対する 

収 容 力 
７３．０ ８０．１ ８１．１ １００．０ 

進 学 率 

（高卒進学率） 
４６．２ 

４８．４ 

（４５．５） 

５０．４ 

（４７．２） 

５８．８ 

（５５．１） 

出展：大学審議会答申「平成12 年度以降の高等教育の将来構想について」(平成９年１月２９日) 

 
【試算の考え方－ポイント】 
 

１．現役志願率は，大学，短期大学それぞれ平成８年度実績（大学…年 0.8％増，短期大学…
年 0.6％減）で推移するものとした。ただし，短期大学については，１２年度以降，１１年
度の想定値（12.8％）で固定するものとした。 

 
２．入学定員については，恒常的定員について平成８年度実績（大学…年 6.6 千人増，短期大
学…年 2.2 千人減）を維持しつつ，臨時的定員（平成８年度，大学…73 千人，短期大学…

36 千人）は，1２年度から１６年にかけて、毎年度，１１年度の規模の１割ずつ解消し，１
６年度に５割を恒常的定員化（臨時定員は全て解消）するものとした。 
 

３．平成１１年度，１６年度及び２１年度の外国人留学生及び社会人学生の入学者数は，それ
ぞれ，15 千人，30 千人とした。 
 

４．平成１１年度，１６年度及び２１年度の定員超過率は，1.10 とした。 
 
５．恒常的定員については，大学・短大それぞれ，平成７年度から８年度の増減を維持するも

のとした。ただし，大学については，１２年度から１６年度までの間，臨時的定員の恒常的
定員化に伴い，それ以外の恒常的定員増については，通常の１／２となるものとした。 




